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「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
で
省
力
化

　

農
業
の
競
争
力
を
高
め
、
魅
力
あ
る

産
業
に
す
る
と
同
時
に
、
農
業
者
の
意

欲
と
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
重
労
働

と
言
わ
れ
る
農
作
業
の
手
間
や
労
力
の

削
減
、
き
め
細
か
な
栽
培
管
理
な
ど
が

重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
農
作
業
や
栽
培
管
理
を
効

率
的
に
行
え
る
と
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
先
端

技
術
と
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
て
き
た
肥

料
や
水
量
の
調
節
な
ど
と
い
っ
た
農
業

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
み
合
わ
せ
た「
ス

マ
ー
ト
農
業
」
で
す
。

農
業
人
口
の
減
少
が
深
刻
化

　

農
業
は
、
私
た
ち
の
食
生
活
を
支
え

る
重
要
な
存
在
で
す
。
し
か
し
、
近
年

は
農
業
者
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る
労

働
力
不
足
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
小
浜
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
右
図
の
通
り
、
20
年
間
で

農
業
人
口
が
約
67
％
減
少
し
、
高
齢
化

率
が
約
23
％
進
行
。
長
年
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
引
き
継
が
れ
な
く
な
っ
た
り
、
耕
作

放
棄
地
が
増
え
た
り
と
、
農
業
の
継
続
・

発
展
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
年
間
の
実
証
実
験
を
実
施

　

小
浜
市
で
は
、国
が
進
め
る「
ス
マ
ー

ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
採
択

を
受
け
て
、
京
都
大
学
・
東
京
大
学
・

小
浜
市
・
若
狭
の
恵
な
ど
で
つ
く
る
実

証
チ
ー
ム
が
、
令
和
元
年
度
か
ら
２
年

間
、
宮
川
地
区
で
実
証
実
験
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

実
験
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
っ
て
、
作
業
に
か
か
っ
た
時
間
や

肥
料
の
使
い
方
、
作
物
の
生
育
状
況
や

収
穫
量
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
収
集
。

　

集
め
た
デ
ー
タ
を
元
に
、
効
率
的
な

　市では、ロボットや I
アイオーティー

oT ※、ドローンなどの先端技術と、これま
で培われてきた農業技術を組み合わせ、データを分析して栽培など
に生かしていく新しい農業＝スマート農業に取り組んでいます。
　今月は、スマート農業の本格導入に向けた２年間の実証実験の成
果や、今後の展望について特集します。

無人で走行するロボットトラクタ（右）。人が操縦するトラクタ（左）

とともに、１つの水田を耕すことで、人手や作業時間が削減できる。

作
業
計
画
や
肥
料
管
理
を
行
う
こ
と

で
、
作
業
員
の
技
術
や
経
験
に
関
わ
ら

ず
、
高
度
な
栽
培
管
理
が
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
の
導
入

な
ど
に
よ
る
徹
底
し
た
手
間
や
労
力
の

削
減
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
品
質
の
見
え

る
化
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
実
験
期
間

が
終
了
し
た
現
在
も
続
い
て
お
り
、
今

後
も
継
続
的
な
業
務
改
善
や
生
産
性
の

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

圃
ほ

場や品種ごとに、作業の計画や実績、収量などをデータと
して記録し分析することで、成果を見える化し、改善に活用

コメの成分を計測し、おいしさを数値化する「食味分析器」。
作業履歴などのデータと合わせ、品質の向上・安定につなげる

先端技術を活用した

スマート農業への取り組み

※ IoTとは
　 「モノのインターネット（Internet of Things）」の略。

　自動車や家電、エアコンなど、さまざまなモノにインターネット

　を経由した通信機能を持たせ、遠隔操作などを可能にする技術
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効
果
や
課
題
を
明
ら
か
に

　

実
証
実
験
で
は
、
定
期
的
に
振
り
返

り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
で
得
ら
れ
た
効
果

や
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
な
ど
を
関
係

者
間
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
と

し
て
の
方
針
を
常
に
修
正
・
共
有
し
ま

し
た
。

課
題
の
解
決
と
今
後
の
展
望

　

国
で
は
、
こ
う
し
た
費
用
対
効
果
な

ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入
効
果
を
分
析
す
る
と
と

も
に
、
初
期
導
入
費
用
を
低
減
す
る
た

め
の
農
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
育
成･

普

及
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
農
地
の
集
積
・
集

約
化
や
土
地
改
良
に
よ
る
生
産
規
模
の

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
規
模

拡
大
に
は
収
量
や
品
質
を
維
持
す
る
た

め
の
徹
底
的
な
生
産
管
理
が
必
要
で
、

実
現
に
は
多
く
の
デ
ー
タ
の
収
集
と
活

用
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
農
業

＝
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
を
進
め
る
と

同
時
に
、
実
践
を
通
じ
て
デ
ー
タ
の
活

用
方
法
を
学
べ
る
研
修
会
な
ど
開
き
、

こ
れ
ま
で
の
実
験
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ

ウ
や
取
り
組
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
地

域
農
業
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
農
業

を
魅
力
あ
る
産
業
と
し
て
研み

が

き
、
若
く

て
意
欲
の
あ
る
担
い
手
が
活
躍
で
き
る

場
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

実
証
実
験
の
成
果

①
収
穫
量
と
味
の
向
上
を
両
立

　

圃ほ

場
ご
と
の
収
穫
量
や
品
質
の
デ
ー

タ
を
活
用
し
、
肥
料
の
与
え
方
の
見
直

し
や
、
成
果
の
見
え
る
化
に
よ
る
社
員

の
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、

収
穫
量
・
品
質
と
も
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

収
穫
量
に
つ
い
て
は
、
コ
メ
の
平
均

収
穫
量
が
実
験
前
に
比
べ
て
約
10
％
向

上
し
ま
し
た(

図
１)

。

　

味
に
つ
い
て
も
、
実
験
期
間
中
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
平
均
食
味
ス
コ
ア
※
が
約
２
％

向
上
し
、
お
お
む
ね
80
点
を
獲
得
す
る
な

ど
、
高
い
評
価
を
得
ら
れ
ま
し
た
。

※
平
均
食
味
ス
コ
ア　

コ
メ
の
外
観
、
香

　

り
、
味
、
硬
さ
、
粘
り
の
５
項
目
と
総

　

合
評
価
を
、
分
析
器
の
メ
ー
カ
ー
が
独

　

自
に
数
値
化
し
た
も
の
。
60
点
以
上
が

　
「
普
通
」、
70
点
以
上
が
「
や
や
良
い
」、

　

80
点
以
上
が
「
良
い｣

と
な
る

②
作
業
時
間
を
削
減

　

工
程
別
の
労
働
時
間
を
デ
ー
タ
化
し

て
作
業
の
効
率
化
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

コ
メ
生
産
の
作
業
時
間
が
、
15
㌶
以
上

あ
る
大
規
模
経
営
層
の
全
国
平
均
と
比

べ
て
、
約
50
％
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
（
図
２
）。
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■図１ コメの平均収穫量（水稲全体）
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■図 2 コメ生産の作業時間（水稲全体）
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実証チームのメンバーが集まり、春や秋
の収穫作業後に効果や課題を振り返る

　

振
り
返
り
で
は
、
農
作
業
の
自
動
化

や
デ
ー
タ
共
有
な
ど
、
ス
マ
ー
ト
農
業

の
効
果
が
実
感
さ
れ
る
一
方
で
、
機
器

の
初
期
導
入
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と

や
導
入
に
よ
る
費
用
対
効
果
と
い
っ
た

経
営
面
で
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
普

及
に
向
け
た
課
題
も
明
ら
か
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

先端技術を活用したスマート農業への取り組み

　

ス
マ
ー
ト
農
業
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
ト

ラ
ク
タ
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
機
を
用
い

る
こ
と
で
、
よ
り
少
な
い
人
数
で
農
作

業
を
行
え
る
、
地
形
が
複
雑
な
圃ほ

場
で

も
自
動
運
転
で
苗
を
ま
っ
す
ぐ
植
え
ら

れ
る
な
ど
、
作
業
者
の
負
担
軽
減
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
実
証
実
験
で
は
、
作
業
の
前

に
、
デ
ー
タ
蓄
積
の
土
台
と
な
る
位
置

情
報
を
取
得
す
る
た
め
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
電

源
を
入
れ
忘
れ
る
と
い
っ
た
、
従
来
農

業
で
は
生
じ
な
い
人
為
的
ミ
ス
が
発
生

す
る
な
ど
、
特
有
の
課
題
も
浮
き
彫
り

に
な
り
、
改
善
に
向
け
て
試
行
錯
誤
の

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
生
産
現

場
で
の
活
用
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
に
は
、
販
売
現
場
で
も
活
用
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
売
れ
行
き
が
良
い
商
品
の

生
産
デ
ー
タ
を
た
ど
る
こ
と
で
、
よ
り

市
場
価
値
の
高
い
作
物
の
作
り
方
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き
、
効
率
的
な
収

益
の
向
上
が
見
込
め
ま
す
。
ま
た
、
お

い
し
さ
を
数
値
化
し
た
食
味
ス
コ
ア
や
、

生
産
過
程
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
排
出

量
な
ど
環
境
へ
の
影
響
と
い
っ
た
デ
ー

タ
が
、産
地
や
品
種
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
に
並
ぶ
「
新
た
な
付
加
価
値
」
と
な

る
可
能
性
も
秘
め
て
い
ま
す
。　

ス
マ
ー
ト
農
業
が
創
出
す
る
新
た
な
価
値

　

従
来
の
農
業
は
、
作
物
と
い
う
生
き

物
を
相
手
に
す
る
こ
と
や
、
気
候
な
ど

の
不
確
定
要
素
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
工
業
製
品
な
ど
に
比
べ
て
「
や
っ

て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」
と
い
う

部
分
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
こ
の
「
や
っ
て

み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
」
部
分
を
、

デ
ー
タ
の
蓄
積
と
分
析
に
よ
り
可
視
化

す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な
作
業
や
、
作

物
の
品
質
・
収
量
の
安
定
化
と
い
っ
た

改
善
に
つ
な
げ
ら
れ
る
の
が
利
点
で
す
。

　

実
証
実
験
で
は
、
圃
場
ご
と
に
、
日
々

の
進
捗
や
気
候
、「
ど
ん
な
肥
料
を
ど
れ

だ
け
使
っ
た
か
」
と
い
っ
た
作
業
履
歴

な
ど
の
情
報
を
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
記
録
し
、
全
員
が
共
有
。
天
候
や

進
捗
に
合
わ
せ
て
作
業
を
修
正
す
る
な

ど
活
用
さ
れ
、
現
場
か
ら
は
「
次
に
何

を
す
べ
き
か
分
か
り
や
す
い
」「
む
だ
な

時
間
が
な
く
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
に
若
い
世
代
に
は
、「
自
分

た
ち
が
最
先
端
の
農
業
に
携
わ
っ
て
い

る
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
感
が
あ
る
」
と
、

意
欲
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
な
る
人
口
減
少
・
高

齢
化
が
予
想
さ
れ
る
10
年
後
、
20
年
後

を
見
据
え
て
、本
実
験
で
得
ら
れ
た
「
宮

川
モ
デ
ル
」
を
広
げ
、
多
様
な
世
代
が

農
業
に
携
わ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
で
多
様
な
世
代
が
関
わ
る
仕
組
み
を

東京大学大学院　農学生命科学研究科
農業経営学研究室

八
や ぎ

木 洋
ひろのり

憲  准教授

京都大学大学院　農学研究科
フィールドロボティクス分野

飯
い い だ

田 訓
みちひさ

久  教授

約 10％増

約 50％減

420

461

13.86

6.59

Interview
インタビュー

Interview
インタビュー

実証チームにおいて主導的な役割を担った人たちに話を聞きました


